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松 竹 座に 「にんじん」 なる メロドラマ (？) を 観た の 

であるが、 さすがに 演出 者と しての 村 山知義 君の 才気 

を 窺へ はした が、 これが、 凡そ 「新劇 的 手法」 のお さ 

ら ひの やうな もので、 あっけに とられて ゐる 見物が 多 

かった。 村 山 君の 意図 は 恐らく 別にあった のか もしれ 

ぬが、 結局、 啓蒙運動 として はお 粗末で ぁリ、 大衆 劇 

として は 専門家す ぎる と 私 は 思った。 新鮮に して 且つ 

普遍性 を もたせる とい ふこと は なかなか 困難な 仕事で 

あるが、 新劇の 前途の ために、 われわれ は 功 を 急いで 

はならぬ と 思 ふ。 (後で 聞く と 村 山 氏の 関知せ ざる も 

の だとの こと) 



作家のう ちの 「専門家」 は 蔭に かくれて、 俳優の 「新 

劇 趣味」 を 封 じ、 悪 写実に 陥らず、 社会 各層に 亘る人 

物の 典型 を クリエ エトで きねば ならぬ。 実業家に 扮し 

たら、 面白い 実業家に、 大学教授に 扮 したら 面白い 大 

学 教授に なれる とい ふの は、 単に 柄 だけの 問題で なく、 

実業家の 実業家た ると ころ、 大学教授の 大学教授 たる 

ところ を、 観察と 想像に よって 捉 へる 修業 —— これ は、 

第一 に、 俳優と しての 教養の 問題で あると 思 ふ。 

今日の 日本の 俳優 (新劇 を 含めて) を 通じ、 所謂 「上 

層 知識階級」 の 人物に 扮し 得る もの は 一人 もない。 同 

時に、 所謂 「山の手 ブルジョワ」 を 観察して ゐる もの 
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